
今
回
は
大
阪
の
旨
い
も
ん
ス
ポ
ッ
ト
を
紹

介
し
よ
う
。
店
名
は
「
ア
ン
ダ
」。
本
格
的

な
モ
ン
ゴ
ル
料
理
と
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
楽
器

の
生
演
奏
が
堪
能
で
き
る
店
だ
。
場
所
は
浪

速
区
。
千
日
前
線
桜
川
駅
近
く
だ
。

　
「
ア
ン
ダ
」
と
い
う
店
名
は
モ
ン
ゴ
ル
語

で
「
盟
友
」。
義
兄
弟
の
誓
い
を
立
て
た
親

友
の
こ
と
だ
。
店
内
は
和
食
料
理
店
の
ス
タ

イ
ル
だ
が
、
暖
簾
の
デ
ザ
イ
ン
や
置
物
の
楽

器
が
モ
ン
ゴ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
料
理
と
言
え
ば
、
羊
の
肉
。
席
に
案

内
さ
れ
、
お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー
の
「
羊
の
串
焼
き
」

と
「
羊
の
ホ
ル
モ
ン
ス
ー
プ
」
を
注
文
。
柔
ら
か

な
羊
肉
の
食
感
と
ビ
ー
ル
が
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
だ
。

　

追
加
注
文
し
よ
う
と
し
た
ら
、
女
将
が

「
他
に
も
お
い
し
い
料
理
が
あ
り
ま
す
よ
」

と
ニ
ッ
コ
リ
。「
お
任
せ
し
ま
す
」
と
依
頼

す
る
と
、
出
て
き
た
の
が
山
盛
り
の
羊
肉

の
盛
り
合
わ
せ
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
だ
。

　

中
身
を
聞
く
と
、「
串

焼
き
と
ラ
ム
チ
ョ
ッ
プ
、

炒
め
羊
肉
、
羊
の
バ
ラ
肉

で
す
。
ア
ン
ダ
特
製
の
味

付
け
で
す
よ
。
よ
ろ
し
か

っ
た
ら
、
焼
き
ま
し
ょ
う

か
」
と
女
将
。
ま
さ
に
羊
肉
尽
く
し
だ
。

　

話
を
聞
く
と
、
料
理
担
当
は
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
や
っ
て
き
た
プ
ロ
の
料
理
人
。「
モ

ン
ゴ
ル
料
理
店
は
多
い
で
す
が
、
当
店
の

売
り
は
本
場
の
モ
ン
ゴ
ル
料
理
が
味
わ
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
」（
女
将
）。

　

メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
と
、
焼
き
肉
の
ほ
か
、
ホ

ー
シ
ョ
ー
ル
と
い
う
羊
肉
の
揚
げ
餃
子
、
シ
ャ

ル
ビ
ン
と
い
う
肉
入
り
パ
ン
な
ど
、
食
欲
を
そ

そ
る
モ
ン
ゴ
ル
料
理
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

　

店
内
で
は
馬
頭
琴
と
言
わ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
の

伝
統
楽
器
の
生
演
奏
も
行
わ
れ
て
い
る
。
馬
の

頭
の
彫
刻
を
持
つ
二
弦
楽
器
だ
。
馬
の
い
な
な

き
や
草
原
の
風
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
演
奏
だ
。

　

馬
頭
琴
の
生
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
、

柔
ら
か
い
羊
肉
な
ど
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ

ぷ
り
の
モ
ン
ゴ
ル
料
理
が
楽
し
め
る「
ア

ン
ダ
」。
異
国
情
緒
が
堪
能
で
き
る
旨
い

も
ん
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

徳
島
県
立
学
校
教
員
ら
か
ら「
四
月
か
ら
出
張
旅
費
が
一
円
も
支
給
さ
れ
て
い
な
い
」と
怒
り
の
声
。
原
因
は
導
入
し
た
旅
費
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
。
県
情
報
政
策
課
は「
現
在
復
旧
し
た
。
徐
々
に
支
払
っ
て
い
る
」。
県
は
シ
ス
テ
ム
構
築
を
テ
ッ
ク
情
報
に
五
、
八
〇
〇
万
円
で
委
託
。
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先物取引で約三千万円の所得を上げていた遠藤徳島市長。投機筋から「先物は価格変動の常時チェックが必要。公務に専念できていたのか」との指摘。

後
藤
田
知
事
は
九
月
議
会
で
「
新
ホ
ー
ル
の
建
設
費
は
二
百
億
円
を
下
回
る
」
と
答
弁
し
た
が
、
石
本
建
築
事
務
所
が
提
案
し
た
二
階
部
分
の
コ
モ
ン
デ
ッ
キ
は
二
百
億
円
の
予
算
に
入
っ
て
い
な
い
。
デ
ッ
キ
部
分
を
換
算
す
る
と
、
建
設
費
は
約
二
百
三
十
億
円
に
膨
れ
上
が
る
見
通
し
。

　
　
　
　

後
藤
田
知
事
の
外
郭
団
体
改
革
は
、
懇
意
の
民
間
人
材
に
「
ポ
ス
ト
」
と
「
報
酬
」

を
与
え
る
こ
と
な
の
か
。
観
光
協
会
で
は
抜
擢
し
た
副
理
事
長
の
利
益
相
反
取
引
が
疑

問
を
招
き
、
地
域
商
社
で
は
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
た
会
長
へ
の
総
会
承
認
な
き
高

額
報
酬
が
物
議
を
醸
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
民
間
人
材
の
理
事
長
抜
擢
を
め
ぐ
り
、

協
会
と
の
攻
防
が
続
い
て
い
る
。
外
郭
団
体
改
革
の
大
義
名
分
を
掲
げ
、
県
関
連
の
公

益
法
人
ト
ッ
プ
に
懇
意
の
民
間
人
材
抜
擢
を
め
ざ
す
知
事
だ
が
、「
公
権
力
を
濫
用
し

た
便
宜
供
与
か
」「
独
立
し
た
公
益
法
人
へ
の
不
当
介
入
か
」
と
批
判
を
招
い
て
い
る
。

徳島県「思わぬ誤算」ブランド戦略「思わぬ誤算」ブランド戦略「思わぬ誤算」ブランド戦略

取
引
業
者
に
販
売
停
止
を
通
知

今
年
九
月
、
食
品
業
界
で
十
文
字
チ
キ

ン
四
国
の
阿
波
尾
鶏
事
業
か
ら
の
撤

退
説
が
流
れ
た
。
同
社
が
複
数
の
取
引
業

者
に
阿
波
尾
鶏
商
品
の
来
年
二
月
末
で
の

販
売
停
止
を
通
知
し
た
か
ら
だ
。

同
社
関
係
者
間
に
も
撤
退
情
報
が
広
ま
っ

た
。
内
容
は
「
来
年
二
月
末
で
阿
波
尾
鶏
の

処
理
と
販
売
を
や
め
る
」
と
い
う
も
の
だ
。

業
界
紙
の
食
品
速
報
も
九
月
十
五
日
号
で
阿

波
尾
鶏
事
業
の
縮
小
説
を
報
じ
た
。

撤
退
が
事
実
な
ら
、
県
と
関
連
企
業
で

構
成
す
る
阿
波
尾
鶏
ブ
ラ
ン
ド
確
立
対
策

協
議
会
が
約
三
十
七
年
間
取
り
組
ん
で
き

た
地
鶏
・
阿
波
尾
鶏
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の

再
構
築
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

七
月
に
貞
光
食
糧
工
業
か
ら

事
業
譲
渡

十
文
字
チ
キ
ン
四
国
は
、
岩
手
の
鶏
肉

製
造
販
売
会
社
・
十
文
字
チ
キ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
が
貞
光
食
糧
工
業
を
買
収
し
て
設

立
し
た
新
会
社
。
今
年
七
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
両
社
の
社
長
は
十
文
字
保
雄
氏
だ
。

　

十
文
字
社
長
は
新
会
社
設
立
時
、
メ

デ
ィ
ア
取
材
や
取
引
先
に
対
し
、「
阿
波

尾
鶏
の
農
場
と
生
産
体
制
を
維
持
・
存

続
し
て
い
く
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
七
月
一

日
に
は
後
藤
田
知
事
と
面
会
。
養
鶏
業

の
発
展
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　

わ
ず
か
二
か
月
で
阿
波
尾
鶏
事
業
の
「
維

持
・
存
続
」
か
ら
「
縮
小
・
撤
退
」
へ
と
転

じ
た
十
文
字
チ
キ
ン
四
国
。
県
と
進
め
る
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
か
ら
の
離
脱
と
も
言
え
る
方
針

転
換
の
狙
い
は
何
な
の
か
。

企
業
規
模
を
拡
大
さ
せ
た
合
理
化
経
営

岩
手
に
あ
る
親
会
社
の
十
文
字
チ
キ
ン

カ
ン
パ
ニ
ー
は
今
年
三
月
期
の
売
上

が
七
八
七
億
円
。
十
文
字
チ
キ
ン
四
国
の
売

上
を
足
す
と
一
千
億
円
の
大
台
に
近
付
く
。

税
引
き
後
の
利
益
は
約
百
億
円
規
模
だ
。

十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
経
営

戦
略
は
徹
底
し
た
合
理
化
経
営
。「
十
文
字

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。

コ
ス
ト
縮
減
で
無
駄
を
省
き
企
業
規
模
を

拡
大
し
て
い
る
。

　

ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
「
経
営
の
神
様
」
と

言
わ
れ
る
稲
盛
和
夫
氏
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

だ
。
十
文
字
社
長
は
稲
盛
氏
の
信
奉
者
で
、

同
社
長
の
ブ
ロ
グ
に
よ
る
と
、
稲
盛
哲
学
や

用
語
を
ま
と
め
た
「
緑
の
手
帳
」
を
社
員
に

配
布
。
朝
礼
で
読
ま
せ
て
い
る
。

稲
盛
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
一
つ
が
「
売
上

を
極
大
に
、
経
費
は
極
小
に
」
と
い
う
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
徹
し
た
経
営
の
合
理
化
だ
。
十

文
字
社
長
は
こ
の
稲
盛
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
に

従
い
、
業
績
を
上
げ
て
い
っ
た
。

　
「
十
文
字
社
長
の
狙
い
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。

儲
か
ら
な
い
阿
波
尾
鶏
は
や
め
て
、
儲
か
る

ブ
ロ
イ
ラ
ー
一
本
に
絞
る
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
。
利
益
を
追
求
す
る
経
営
者
な
ら
で
は

の
選
択
で
す
」（
業
界
関
係
者
）。

　

阿
波
尾
鶏
が
儲
か
ら
な
い
理
由
は
、
飼

育
日
数
が
ブ
ロ
イ
ラ
ー
よ
り
長
く
、
餌
代

な
ど
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
ら
だ
。
ひ
よ
こ

代
も
高
い
。
販
売
で
き
る
の
は
主
に
も
も

肉
。
他
の
部
位
は
商
品
価
値
が
低
い
。

　

コ
ス
ト
が
か
か
る
阿
波
尾
鶏
。
十

文
字
チ
キ
ン
四
国
で
の
処
理
羽
数
は

ブ
ロ
イ
ラ
ー
よ
り
は
る
か
に
少
な

い
。
一
日
三
万
〜
三
万
五
千
羽
の
ブ

ロ
イ
ラ
ー
に
対
し
、
阿
波
尾
鶏
は

二
千
五
百
羽
前
後
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の

十
分
の
一
か
そ
れ
以
下
だ
。

阿
波
尾
鶏
関
係
者
か
ら
驚
き
と

戸
惑
い
の
声

新
会
社
設
立
か
ら
わ
ず
か
二
か

月
後
に
営
利
企
業
の
素
顔
と

本
音
を
現
し
始
め
た
十
文
字
チ
キ

ン
四
国
。
阿
波
尾
鶏
関
係
者
か
ら

は
「
君
子
豹
変
」
に
驚
き
と
戸
惑

い
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
「
十
文
字
社
長
は
七
月
の
社
名
披

露
会
で
取
引
先
な
ど
約
百
人
を
集

め
、
阿
波
尾
鶏
事
業
の
存
続
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
あ
の
言
葉
は
一

体
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」。
業

界
紙
「
食
肉
通
信
」
に
よ
る
と
社
長

ス
ピ
ー
チ
は
次
の
通
り
だ
。

　
「
岩
手
か
ら
こ
ち
ら
（
徳
島
）
に

入
り
、
知
事
は
じ
め
多
く
の
方
々

と
対
話
を
重
ね
る
中
で
、
皆
さ
ん

が
い
か
に
『
阿
波
尾
鶏
の
未
来
』

に
強
い
関
心
と
期
待
を
寄
せ
て
い

る
か
を
肌
で
感
じ
た
。
地
元
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
ブ
ラ
ン
ド

で
あ
り
、
こ
の
地
を
支
え
る
大
黒

柱
。
大
小
を
問
わ
ず
、
農
場
と
生

産
体
制
を
維
持
・
存
続
し
て
い
く
」。

　

来
年
二
月
末
で
の
阿
波
尾
鶏
事
業
か
ら

の
撤
退
説
が
浮
上
す
る
十
文
字
チ
キ
ン
四

国
。
稲
盛
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
信
奉
者
で

あ
る
十
文
字
社
長
は
、
稲
盛
氏
の
次
の
言

葉
を
咀
嚼
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
嘘
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
。
人
に
迷
惑

を
か
け
て
は
い
け
な
い
。
正
直
で
あ
れ
。

欲
張
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
の
こ
と

ば
か
り
を
考
え
て
は
な
ら
な
い
」。

齟
齬
が
生
じ
る
阿
波
尾
鶏
の
生

産
計
画

阿
波
尾
鶏
事
業
か
ら
の
撤
退
説
が

波
紋
を
呼
ぶ
十
文
字
チ
キ
ン
四

国
。
経
営
の
合
理
化
は
営
利
企
業
と

し
て
当
然
の
選
択
だ
が
、
撤
退
す
れ

ば
、
官
民
で
進
め
る
阿
波
尾
鶏
の
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
に
齟
齬
と
誤
算
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
。

　

県
が
開
発
し
た
阿
波
尾
鶏
は
県
と
関
連

企
業
で
構
成
す
る
阿
波
尾
鶏
ブ
ラ
ン
ド
確

立
対
策
協
議
会
が
一
年
間
の
生
産
計
画
を

管
理
。
丸
本
や
貞
光
食
糧
工
業
で
の
年
間

生
産
羽
数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

県
畜
産
振
興
課
に
よ
る
と
、
今
年
度

の
計
画
は
来
年
三
月
ま
で
。
十
文
字
チ

キ
ン
四
国
が
来
年
二
月
末
で
事
業
撤
退

を
決
め
て
も
、
同
社
に
は
計
画
に
従

い
来
年
三
月
分
の
ひ
よ
こ
が
割
り
振
ら

れ
、
生
育
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

最
後
の
ひ
よ
こ
が
成
長
す
る
の
は
来

年
六
月
中
旬
。
本
来
な
ら
十
文
字
チ
キ

ン
四
国
が
一
人
前
に
な
っ
た
阿
波
尾
鶏

を
処
理
、
販
売
す
べ
き
だ
が
、
二
月
末

で
事
業
撤
退
す
れ
ば
、
処
理
待
ち
の
阿

波
尾
鶏
が
宙
に
浮
く
こ
と
に
な
る
。

想
定
さ
れ
る
の
は
同
業
者
で
あ
る

丸
本
へ
の
処
理
と
販
売
委
託
、
事
業
譲

渡
だ
が
、
丸
本
も
一
年
間
の
処
理
・
販

売
計
画
が
あ
る
。
余
分
な
阿
波
尾
鶏
を

押
し
付
け
ら
れ
て
も
対
応
に
困
る
だ
け
だ
。

　

生
産
農
家
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
阿
波

尾
鶏
は
年
三
〜
四
回
の
回
転
で
鶏
を
飼
う
が
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
年
五
〜
六
回
鶏
を
飼
う
。
阿
波

尾
鶏
か
ら
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
チ
ェ
ン
ジ
す
れ
ば
、

ひ
よ
こ
の
入
荷
、
鶏
の
出
荷
、
重
労
働
な
鶏

糞
除
去
と
洗
浄
な
ど
農
家
の
負
担
が
増
え
る
。

　

阿
波
尾
鶏
の
生
産
農
家
に
は
、
小
規
模

鶏
舎
を
持
つ
高
齢
者
が
多
い
。
阿
波
尾
鶏

か
ら
ブ
ロ
イ
ラ
ー
へ
の
急
な
変
更
に
対
応

で
き
ず
、
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
農
家

の
出
現
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

再
構
築
求
め
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

十
文
字
チ
キ
ン
四
国
の
阿
波
尾
鶏
事
業
か

ら
の
撤
退
は
、
地
鶏
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ

ー
ジ
ダ
ウ
ン
も
招
く
こ
と
に
な
る
。
十
文
字
チ

キ
ン
四
国
が
撤
退
す
れ
ば
、「
年
間
生
産
羽
数

日
本
一
」
の
座
か
ら
陥
落
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
に
事
業
譲

渡
し
た
貞
光
食
糧
工
業
の
辻
社
長
は
こ
の

展
開
を
予
想
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
五

月
二
十
五
日
ま
で
ブ
ラ
ン
ド
確
立
対
策
協

議
会
の
会
長
だ
っ
た
同
氏
の
思
い
は
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

阿
波
尾
鶏
の
一
日
の
生
産
羽
数
は
丸
本

が
約
三
千
五
百
羽
前
後
、
十
文
字
チ
キ
ン
四

国
が
約
二
千
五
百
羽
前
後
。
丸
本
に
十
文
字

チ
キ
ン
四
国
分
の
生
産
・
処
理
・
販
売
を
依

頼
し
て
も
、
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
だ
。

　
「
生
産
・
販
売
し
て
も
儲
か
ら
な
い
。
ブ

ロ
イ
ラ
ー
が
ま
し
」
と
冷
徹
な
企
業
論
理
の

洗
礼
を
受
け
る
阿
波
尾
鶏
。
希
少
な
地
鶏
イ

メ
ー
ジ
と
実
利
を
兼
ね
揃
え
た
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
の
再
構
築
が
待
っ
た
な
し
だ
。

　
　
　

■
阿
波
尾
鶏

　

阿
波
尾
鶏
は
県
の
農
林
水
産
総
合
技
術

支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
肉
用
鶏
。
軍

鶏
の
雄
と
白
色
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ
ク
の
雌
と

の
交
配
種
。
高
た
ん
ぱ
く
で
低
脂
肪
、
赤

み
を
帯
び
た
肉
色
が
特
徴
だ
。

　

県
内
二
か
所
の
ふ
化
場
で
軍
鶏
と
プ
リ

マ
ス
ロ
ッ
ク
を
放
し
飼
い
に
し
、
交
配
さ

せ
る
。
生
ま
れ
た
卵
は
ふ
卵
器
で
温
め
、

二
十
一
日
後
に
ひ
よ
こ
に
な
る
。
ひ
よ
こ

は
県
内
約
五
十
ヶ
所
の
生
産
農
家
に
持
ち

込
ま
れ
る
。

　

生
産
農
家
で
は
約
七
十
五
日
生
育
さ
れ
、

県
内
二
か
所
の
処
理
場
に
運
ば
れ
、
商
品
化

さ
れ
販
売
さ
れ
る
。
処
理
場
は
海
陽
町
の
丸

本
と
Ｍ
＆
Ａ
で
貞
光
食
糧
工
業
を
買
収
し
た

つ
る
ぎ
町
の
十
文
字
チ
キ
ン
四
国
だ
。

　

阿
波
尾
鶏
の
生
産
は
平
成
元
年
か
ら
始

ま
っ
た
。
平
成
十
三
年
に
地
鶏
初
の
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
定
さ
れ
た
。
一
年
間
の
生
産
羽
数
は

令
和
七
年
度
で
約
百
七
十
万
羽
。
全
国
の

地
鶏
で
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
る
。

県
議
会
最
大
会
派
の
自
民
党
が
知
事

の
問
責
決
議
案
提
案
へ

来
春
知
事
選
が
動
き
出
し
そ
う
だ
。
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
発
揮
せ
ず
、「
吠
え
な
い
番

犬
」
と
揶
揄
さ
れ
た
県
議
会
最
大
会
派
の
自

民
党
が
、
九
月
議
会
閉
会
日
の
七
日
に
後
藤

田
知
事
の
問
責
決
議
案
を
提
案
す
る
構
え
だ
。

　
「
北
海
道
の
修
学
旅
行
は
ク
マ
が
出
た
ら

終
わ
り
」「
三
好
市
民
は
新
ホ
ー
ル
に
来
て

も
ら
わ
な
く
て
い
い
」
等
舌
禍
騒
動
が
相
次

ぐ
知
事
に
お
灸
を
す
え
る
が
、
発
す
る
シ
グ

ナ
ル
は
「
グ
ッ
バ
イ
後
藤
田
」
だ
。

　

問
責
決
議
案
に
は
野
党
会
派
も
同
調
す
る
見
通

し
で
、
可
決
は
確
実
だ
。
来
春
知
事
選
ま
で
約
半

年
。
県
議
会
自
民
党
が
知
事
を
見
限
っ
た
こ
と
で
、

県
政
は
一
気
に
選
挙
モ
ー
ド
に
突
入
だ
。

　

知
事
は
明
言
を
し
て
い
な
い
が
、「
県
民

の
評
価
、
期
待
感
に
委
ね
る
」
と
再
選
出

馬
に
意
欲
的
だ
。
焦
点
は
対
抗
馬
。
名
前

が
上
が
る
の
は
、
復
興
庁
統
括
官
の
新
居

泰
人
氏
と
三
好
市
の
高
井
美
穂
市
長
だ
。

同
級
生
の
仁
木
衆
院
議
員
と
県
内
行

脚
、
新
居
統
括
官

新
居
氏
は
過
去
の
知
事
選

で
も
名
前
が
上
が
っ
た

定
番
候
補
者
。
吉
野
川
市
出

身
。
経
産
省
の
幹
部
官
僚
で
行

政
手
腕
は
定
評
だ
。
事
務
次
官

レ
ー
ス
か
ら
は
外
れ
、
政
界

転
身
に
前
向
き
と
言
わ
れ
る
。

徳
島
一
区
の
仁
木
博
文

衆
院
議
員
と
徳
島
市
高
の
同

級
生
。
仁
木
衆
院
議
員
が
同

氏
の
知
事
選
擁
立
に
前
の
め

り
だ
。
県
内
で
新
居
氏
を
連

れ
回
す
な
ど
、「
知
事
選
出

馬
か
」
と
話
題
を
呼
ん
だ
。

仁
木
・
新
居
コ
ン
ビ
の

県
内
行
脚
は
自
民
党
関
係
者
ら
か
ら
「
先
走

る
な
」
と
指
導
を
受
け
現
在
自
粛
モ
ー
ド
だ

が
、
県
議
会
自
民
党
の
嘉
見
会
長
が
新
居
氏

擁
立
に
向
け
て
、
水
面
下
で
環
境
整
備
中
だ
。

知
事
の
問
責
決
議
案
提
案
で
反
後
藤
田

の
方
向
指
示
器
を
点
滅
さ
せ
た
県
議
会
自
民

党
が
、
出
馬
要
請
な
ど
い
つ
新
居
氏
擁
立
に

動
く
か
。
Ｘ
デ
ー
に
向
け
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
に
入
っ
て
い
る
模
様
だ
。

十
月
中
旬
に
決
断
、
三
好
市
の
高
井
市
長

五
月
の
知
事
・
市
町
村
会
議
の
懇
親
会
で
、
知

事
に
「
三
好
市
民
は
新
ホ
ー
ル
に
来
て
も
ら

わ
な
く
て
い
い
」
と
暴
言
を
吐
か
れ
た
三
好
市
の

高
井
市
長
も
来
春
の
知
事
選
出
馬
に
意
欲
的
だ
。

ダ
イ
エ
ー
か
ら
政
界
転
身
。
旧
民
主
党

の
衆
院
議
員
、
県
議
を
経
て
、
三
好
市
長
に

就
任
。
現
在
二
期
目
だ
。
国
の
交
付
金
等
を

有
効
活
用
し
た
安
定
感
あ
る
行
財
政
運
営
や

ま
ち
づ
く
り
は
評
価
が
高
い
。

昨
年
七
月
に
再
選
。
約
三
年
の
市
長
任

期
を
残
す
が
、
知
事
の
県
政
運
営
に
危
機
感

を
抱
く
県
民
か
ら
知
事
選
へ
の
出
馬
要
請
が

相
次
い
で
い
る
。
徳
島
県
初
の
女
性
知
事
へ

の
期
待
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

本
人
は
「
状
況
が
整
え
ば
出
馬
す
る
」
と
各
方

面
で
知
事
転
身
へ
の
意
欲
を
公
言
。
県
民
の
反
応

を
探
っ
て
い
る
。
十
月
中
旬
に
は
知
事
選
に
出
馬

す
る
か
ど
う
か
の
決
断
を
行
う
模
様
だ
。

知
名
度
が
な
い
新
居
氏
、
自
民
党
に
旧

民
主
ア
レ
ル
ギ
ー
が
残
る
高
井
氏

来
春
知
事
選
で
後
藤
田
知
事
の
対
立
候
補
と
し

て
名
前
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
復
興
庁
の
新
居

統
括
官
と
三
好
市
の
高
井
市
長
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

新
居
統
括
官
は
キ
ャ
リ
ア
官
僚
と
し
て
行
政
手
腕

や
国
と
の
パ
イ
プ
は
申
し
分
な
い
が
、
東
京
生
活
が

長
く
、
県
内
で
の
知
名
度
は
低
い
。
ル
ッ
ク
ス
も
地

味
で
、
浮
動
票
の
喚
起
力
は
弱
い
。

　

自
民
党
県
連
が
選
対
を
仕
切
り
、
市
町
村
長
や
議

員
、
政
党
、
各
種
団
体
・
企
業
な
ど
組
織
選
挙
の
体

制
を
構
築
で
き
る
か
が
鍵
だ
。
仁
木
衆
院
議
員
の
後

援
会
が
実
働
部
隊
に
な
り
そ
う
だ
。

　

高
井
市
長
は
か
つ
て
の
マ
ド
ン
ナ
政
治
家
の
面
影

は
な
い
が
、
華
や
か
な
雰
囲
気
は
現
存
。
後
藤
田
知

事
の
過
去
の
女
性
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
す
れ
ば
、
女
性
票
や
浮
動
票
を
喚
起
し
そ
う
だ
。

　

不
安
材
料
は
全
県
選
挙
の
体
制
を
構
築
で
き
る
か
。

組
織
票
を
持
つ
自
民
関
係
者
に
は
旧
民
主
ア
レ
ル
ギ

ー
が
あ
り
、
旧
民
主
関
係
者
の
一
部
に
は
党
派
性
を

薄
め
た
高
井
氏
に
感
情
的
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。

県
民
離
れ
が
加
速
す
る
後
藤
田
知
事
、
不
出

馬
に
追
い
込
ま
れ
る
か
も

　
　

知
事
選
の
焦
点
は
三
つ
巴
に
な
る
か
、
新

居
統
括
官
と
高
井
市
長
が
一
本
化
で
き
る
か
。

三
つ
巴
に
な
れ
ば
、
徳
島
県
は
女
性
人
口
が

二
万
八
千
人
多
い
だ
け
に
、
高
井
市
長
が
阿

波
女
旋
風
で
浮
上
す
る
か
。

　

対
立
候
補
が
一
本
化
す
れ
ば
、
大
風
呂
敷
公
約

を
広
げ
た
だ
け
で
実
績
が
な
い
知
事
は
厳
し
い
。
県
民

か
ら
一
人
二
万
円
、
年
二
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
政
治
資
金

を
集
め
る
後
藤
田
知
事
。
海
外
戦
略
な
ど
血
税
の
浪
費
政

策
に
県
民
の
怒
り
が
爆
発
す
れ
ば
、
ジ
・
エ
ン
ド
だ
。

　
　　

徳
島
の
地
鶏
・
阿
波
尾
鶏
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は
ど
う
な
る
の
か
。
海
陽
町
の
㈱
丸
本
と
つ
る
ぎ
町
の

㈱
十
文
字
チ
キ
ン
四
国
が
生
産
・
販
売
す
る
が
、
十
文
字
チ
キ
ン
四
国
の
阿
波
尾
鶏
事
業
か
ら
の
撤
退

説
が
浮
上
。
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。
十
文
字
チ
キ
ン
四
国
は
貞
光
食
糧
工
業
か
ら
事
業
譲
渡
を
受
け
た

新
会
社
だ
。
阿
波
尾
鶏
は
年
間
生
産
羽
数
が
約
百
七
十
万
羽
。
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
な
ど
を
抑
え
て
全
国

の
地
鶏
で
ト
ッ
プ
だ
。
官
民
協
働
で
築
き
上
げ
た
地
鶏
ブ
ラ
ン
ド
が
企
業
Ｍ
＆
Ａ
で
揺
れ
て
い
る
。

▲後藤田知事を表敬訪問した十文字チキンカンパニーの役員。
左から辻社長（貞光食糧工業）、後藤田知事、十文字社長、圃
田専務、小澤専務（十文字チキン四国）。

▲馬頭琴の生演奏を聴きながら、モンゴル料
理が楽しめる。写真左は女将のヨシミさん。
内モンゴルの出身だ。

今
回
の
街
角
美
女
は
、ジ
ャ
ズ
・

ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
歌
手
の
谷
山
和
恵
さ

ん
。
大
丸
心
斎
橋
店
の
地
下
二
階

の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
お
客
さ
ん
を

魅
了
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
カ
ラ

ー
の
緑
と
黄
の
鮮
や
か
な
色
彩
の

装
い
が
目
を
引
く
。
帽
子
ま
で
グ

リ
ー
ン
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

幼
少
期
か
ら
歌
が
好
き
で
、
地

元
の
少
年
少
女
合
唱
団
に
所
属
し

た
谷
山
さ
ん
。
現
在
は
関
西
を
中

心
に
活
躍
し
て
い
る
。
チ
ャ
ー
ミ

ン
グ
な
笑
顔
と
軽
や
か
な
歌
声

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
て
い
る
。

№168

県
議
会
自
民
党

県
議
会
自
民
党

県
議
会
自
民
党

徳
島
徳
島
徳
島

後
藤
田
を
見
限
っ
た

後
藤
田
を
見
限
っ
た

後
藤
田
を
見
限
っ
た

十文字チキン四国が

               阿波尾鶏から十文字チキン四国が

               阿波尾鶏から撤退」？!撤退」？!撤退」？!
外郭団体改革の実態外郭団体改革の実態外郭団体改革の実態 1

地
域
商
社
会
長
は
一
、五
〇
〇
万
円
、

地
域
商
社
会
長
は
一
、五
〇
〇
万
円
、

高
額
報
酬
も
ら
う
外
郭
団
体
ト
ッ
プ

高
額
報
酬
も
ら
う
外
郭
団
体
ト
ッ
プ

民
間
の
専
門
人
材
を
抜
擢
し
て
外
郭

団
体
（
行
政
連
携
団
体
）
の
改
革

に
取
り
組
む
後
藤
田
知
事
。
疑
問
を
呼

ぶ
の
は
、
ル
ー
ル
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
軽
視
し
た
人
事
と
高
額
報
酬
だ
。

　

観
光
協
会
で
は
大
韓
民
国
民
団
徳
島

県
地
方
本
部
団
長
の
姜
盛
文
氏
を
副
理

事
長
や
委
託
業
者
と
し
て
起
用
。
年
間
報

酬
は
一
、六
五
〇
万
円
だ
。
同
氏
は
県
知

事
の
国
際
戦
略
特
別
顧
問
に
も
就
任
し

て
い
る
。

　

地
域
商
社
で
は
ア
ミ
コ
ビ
ル
運
営
の

徳
島
都
市
開
発
㈱
前
社
長
の
南
波
岳
大

氏
を
会
長
に
抜
擢
。
年
間
報
酬
は
一
、

五
〇
〇
万
円
。
地
域
商
社
担
当
の
県
商
務

戦
略
課
は
南
波
夫
人
を
臨
時
職
員
と
し

て
採
用
し
た
。

　

姜
氏
は
経
営
す
る
カ
ン
商
事
と
観
光

協
会
と
の
利
益
相
反
取
引
が
疑
問
を
呼

ん
だ
。
南
波
氏
は
定
款
違
反
の
報
酬
支
給

が
問
題
視
さ
れ
た
。
共
通
す
る
の
は
ル
ー

ル
に
基
づ
く
手
続
き
の
後
回
し
だ
。

「
不
当
介
入
だ
」、
知
事
と
の
攻
防
続

「
不
当
介
入
だ
」、
知
事
と
の
攻
防
続

く
ス
ポ
ー
ツ
協
会

く
ス
ポ
ー
ツ
協
会

後
藤
田
知
事
が
会
長
を
務
め
る
公
益
財

団
法
人
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で

も
、
懇
意
の
民
間
人
材
の
常
勤
役
員
へ
の
抜

擢
を
目
論
む
知
事
と
「
不
当
介
入
だ
」
と
反

発
す
る
協
会
と
の
攻
防
が
続
い
て
い
る
。

　

民
間
人
材
は
東
京
の
㈱
Ｕ
Ｓ
Ｔ（
ア
ス
ト
）

の
牛
尾
信
介
社
長
。
後
藤
田
正
晴
氏
の
後
援

企
業
だ
っ
た
㈱
セ
イ
ア
の
経
営
者
一
族
。
Ｕ

Ｓ
Ｔ
（
ア
ス
ト
）
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
を
行
う
企
業
だ
。

牛
尾
氏
は
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
運
営
会
社
社
長
を
歴
任
す
る
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ

る
。
現
在
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
る
。

知
事
の
意
向
を
拒
否
し
た
ス
ポ
ー

知
事
の
意
向
を
拒
否
し
た
ス
ポ
ー

ツ
協
会

ツ
協
会

知
事
と
協
会
の
攻
防
は
今
年
一
月

に
口
火
を
切
っ
た
。
知
事
の
意

向
を
受
け
た
部
長
が
協
会
に
「
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
業
務
の
協
会
へ
の
移

管
」「
牛
尾
氏
の
常
勤
役
員
へ
の
就
任
」

を
要
請
し
た
。

協
会
は
「
会
長
で
あ
る
知
事
に
は
人
事

権
は
な
い
。
不
当
介
入
だ
」
と
反
発
。
二

月
に
総
務
委
員
会
を
開
催
。
全
会
一
致
で

「
要
請
に
は
同
意
で
き
な
い
」
と
結
論
。

理
事
会
で
報
告
し
、県
に
文
書
回
答
し
た
。

協
会
か
ら
「
ノ
ー
」
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
知
事
は
、
協
会
を
「
抵
抗
勢
力
」
と
見

做
し
、
知
事
の
権
限
を
フ
ル
活
用
し
て
、

人
事
や
予
算
で
協
会
を
締
め
付
け
、
自
分

の
言
う
こ
と
を
聞
か
そ
う
と
し
た
。

人
事
で
は
外
郭
団
体
の
改
革
を
振

り
か
ざ
し
た
。
今
年
四
月
に
打
ち
出

し
た
「
三
年
交
代
ル
ー
ル
」
を
持
ち

出
し
、
抵
抗
勢
力
の
急
先
鋒
と
見
做

し
た
田
中
理
事
長
と
徳
永
事
務
局
長

を
異
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　
「
三
年
交
代
ル
ー
ル
」
は
外
郭
団
体
に

再
就
職
し
た
県
Ｏ
Ｂ
は
三
年
経
過
し
た
ら

原
則
異
動
す
る
と
い
う
も
の
。
ベ
ー
ス
に

は
「
県
Ｏ
Ｂ
は
漫
然
と
仕
事
を
し
て
、
外

郭
団
体
の
役
に
立
っ
て
い
な
い
」
と
い
う

認
識
が
あ
る
。

「
三
年
交
代
ル
ー
ル
」
で
抵
抗
勢
力

「
三
年
交
代
ル
ー
ル
」
で
抵
抗
勢
力

の
追
い
出
し
図
っ
た
知
事

の
追
い
出
し
図
っ
た
知
事

県
Ｏ
Ｂ
の
「
三
年
交
代
ル
ー
ル
」
と
活

用
し
て
田
中
理
事
長
ら
の
追
い
出
し

を
目
指
し
た
県
は
、
狙
い
撃
ち
人
事
の
批

判
を
避
け
る
た
め
か
、
複
数
県
Ｏ
Ｂ
を
巻

き
込
ん
だ
人
事
プ
ラ
ン
を
捻
り
出
し
た
。

内
容
は
次
の
通
り
だ
。

　

牛
尾
氏
を
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
長
に
抜

擢
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
田
中
理
事
長

を
県
民
活
動
プ
ラ
ザ
事
務
局
長
に
、
徳
永

常
務
（
事
務
局
長
）
を
県
環
境
整
備
公
社

に
そ
れ
ぞ
れ
異
動
さ
せ
る
。

　

県
民
活
動
プ
ラ
ザ
の
大
塚
事
務
局
長
を

県
国
際
交
流
協
会
の
理
事
長
に
す
る
。
国

際
交
流
協
会
の
三
好
理
事
長
を
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
常
務
（
事
務
局
長
）
に
し
て
、
理

事
長
就
任
の
牛
尾
氏
を
フ
ォ
ロ
ー
さ
せ
る
。

抵
抗
勢
力
の
追
い
出
し
を
図
っ

た
玉
突
き
人
事
は
、
志
田
副
知
事
が

協
会
側
に
指
示
。
志
田
副
知
事
か
ら

は
「
断
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
断
れ

ば
、
県
Ｏ
Ｂ
の
対
象
外
に
な
る
」
と

通
告
さ
れ
た
と
い
う
。

た
ら
い
回
し
人
事
で
と
ば
っ
ち
り
受

た
ら
い
回
し
人
事
で
と
ば
っ
ち
り
受

け
た
県
Ｏ
Ｂ

け
た
県
Ｏ
Ｂ

志
田
副
知
事
の
理
事
長
ら
に
対
す
る「
ス

ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
出
て
い
け
」
の
異

動
指
示
に
対
し
、
協
会
は
六
月
の
理
事
会

や
評
議
員
会
で
理
事
長
ら
の
再
任
を
決
定
。

志
田
副
知
事
の
指
示
を
は
ね
つ
け
た
。

　

協
会
の
「
ノ
ー
」
で
玉
突
き
人
事
プ
ラ

ン
が
破
綻
し
た
県
は
Ｏ
Ｂ
人
事
の
再
考
を

迫
ら
れ
た
。
編
み
出
し
た
の
は
文
学
書
道

館
を
巻
き
込
ん
だ
た
ら
い
回
し
人
事
。
そ

の
内
容
は
次
の
通
り
だ
。

県
民
活
動
プ
ラ
ザ
の
大
塚
事
務
局
長
を

文
学
書
道
館
の
館
長
に
す
る
。
文
学
書
道

館
の
玉
田
館
長
を
国
際
交
流
協
会
の
理
事

長
に
す
る
。
国
際
交
流
協
会
の
三
好
理
事

長
を
県
民
活
動
プ
ラ
ザ
事
務
局
長
に
す
る
。

　

三
角
ト
レ
ー
ド
と
も
言
え
る
た
ら
い
回

し
人
事
だ
が
、
玉
田
氏
は
四
月
に
文
学
書

道
館
の
館
長
に
な
っ
た
ば
か
り
。
ス
ポ
ー

ツ
協
会
理
事
長
ら
の
追
い
出
し
人
事
失
敗

の
と
ば
っ
ち
り
を
受
け
た
格
好
だ
。

「
無
茶
苦
茶
だ
」、
ル
ー
ル
無
視
に
戸

「
無
茶
苦
茶
だ
」、
ル
ー
ル
無
視
に
戸

惑
う
職
員

惑
う
職
員

自
分
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
県
Ｏ
Ｂ

を
「
抵
抗
勢
力
」
と
見
做
し
、
締
め

上
げ
る
後
藤
田
知
事
だ
が
、
逆
上
す
る
前

に
「
な
ぜ
県
Ｏ
Ｂ
が
知
事
の
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
の
か
」
と
自
問
自
答
、
自
省
す

べ
き
だ
。

　

理
由
は
シ
ン
プ
ル
。
知
事
の
意
向
や
指

示
が
無
茶
苦
茶
だ
か
ら
だ
。
い
く
ら
県
政

ト
ッ
プ
の
知
事
の
指
示
で
も
、
法
令
や
ル

ー
ル
、
行
政
手
続
き
や
社
会
常
識
か
ら
逸

脱
し
た
も
の
は
実
行
で
き
る
わ
け
が
な
い
。

「
専
門
家
と
称
す
る
自
身
の
知
人
や
友
人

な
ど
『
特
定
人
物
』
に
『
ポ
ス
ト
と
報
酬
』

を
与
え
る
。
意
に
沿
わ
ず
従
わ
な
い
団
体

は
人
事
面
や
予
算
面
で
締
め
上
げ
る
。
こ

れ
を
改
革
と
言
う
な
ら
、
こ
れ
は
知
事
の

職
権
乱
用
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
で

あ
り
、
各
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
侵
害
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」（
県
Ｏ
Ｂ
）。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
に
欠

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
に
欠

け
る
外
郭
団
体
改
革

け
る
外
郭
団
体
改
革

四
月
に
外
郭
団
体
見
直
し
の
方
針
を
打

ち
出
し
、
専
門
性
を
有
す
る
民
間
人

材
を
登
用
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
改
革
に

乗
り
出
す
知
事
だ
が
、
そ
の
手
法
は
稚
拙

で
粗
暴
。
子
供
が
気
に
入
っ
た
玩
具
を
振

り
回
す
よ
う
な
も
の
だ
。

「
専
門
家
」
と
し
て
各
団
体
に
推
薦
す
る

な
ら
、
実
績
や
費
用
対
効
果
な
ど
判
断
材

料
を
開
示
す
べ
き
だ
。
知
事
が
自
分
だ
け

で
「
素
晴
ら
し
い
専
門
家
だ
」
と
思
い
込

ん
で
い
る
だ
け
の
人
材
な
ど
受
け
入
れ
ら

れ
る
わ
け
が
な
い
。

お
気
に
入
り
の
民
間
人
材
を
独
り
よ
が

り
に
「
専
門
家
」
と
称
し
て
外
郭
団
体
に

押
し
付
け
、
ポ
ス
ト
と
報
酬
を
与
え
て
い

る
な
ら
、「
権
限
を
濫
用
し
た
便
宜
供
与
か
」

と
疑
念
を
招
い
て
も
仕
方
な
い
。

行
政
手
続
き
は
「
枝
葉
末
節
」
で
は
な
い
。

知
事
に
は
職
員
に
身
を
持
っ
て
「
法
令
順

守
」
を
示
す
責
務
が
あ
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
の
な
い
外
郭
団
体
改
革
は
ま
さ

に
暴
挙
。
知
事
失
格
だ
。
神
の
ご
加
護
を
…
。


